
紋章上絵 

                          

１ 名称 

紋章上絵（もんしょううわえ） 

 

２ 所在地  

山形市七日
なぬか

町
まち

五丁目  尾関紋章上絵屋 

 

３ 伝承者の氏名・生年 

尾関紋章上絵屋 尾関 勉（昭和 31年（1956）） 

 

４ 伝承者の組織 

 山形市紋章工芸組合が組織されていたが、15、6年前から活動停止し、現在は消滅状態である。 

 

５ 技術及び伝承者の歴史と現状 

 紋章上絵は、「紋入れ」あるいは「紋章入れ」といういい方が一般的であるが、尾関氏は「紋上絵」 

という言い方をしている。 

 尾関紋章上絵屋の創業は、明治 44年（1911）で、勉氏の祖父尾関松之助が始めたものである。尾 

関家は幕末期には刀鍔の細工職人であったと推測されている。２代目芳之助はサラリーマン生活を経 

た後、家業を継ぎ、初代と机を並べて仕事をした。現在の当主尾関勉氏は３代目で、高校を卒業後４ 

年間、祖父である初代松之助に師事して修行した。昭和 57年（1982）には、京都で修業にいってい 

る。 

紋の上絵書きの仕事は、次第に少なくなり、同業者も廃業したりして、組合も 15、6年前から活動 

を停止し、自然消滅状態になっている。尾関勉氏も平成 28年（2016）12月まで仕事を継続していた

が、目を患い、現在は廃業している。 

 

６ 技術及び伝承の文化財的所見・現状評価 

和服文化の一翼を担う技術であり、全くの手仕事であることも含め、非常に貴重な技術である。し 

かし、土地の生活に育まれた技術、いわゆる民俗技術というよりも、都市の消費生活の拡大とともに

移入された職人の技術であるといえよう。したがって、今回の調査目的に合致する技術とはいいがた

い。 

しかし、技術そのものは前述したように貴重なものであり、機械印刷による代替技術の進歩と、 

和装文化の衰退により、仕事として継続することが難しくなりつつあるものである。また、山形市に

残存する伝統的な技術の１つと考えられる。被調査者は廃業して間もなく、道具や材料等も所持して

いるため、技術の再現は可能な状態である。今回の調査とは別の観点から、急いで映像記録をしてお

くことが望ましいと考える。 

 

７ 主な製品と原材料 

反物
たんもの

への家紋
かもん

入れが仕事内容である。紋を描く染料は染料店から、筆や型紙にするシート等は材 

料店から仕入れる。 

 

８ 作業工程と用具 



家紋を描く工程は、①紋
もん

型紙
かたがみ

作成、②反物の下ごしらえ、③型紙を使って反物への紋の刷り込み、

④紋の線書き、⑤仕上げという5つの工程になる。 

①の工程では、紋の大きさの円を描く「ぶんまわし」というコンパスが用いられる。また、型紙の

切り抜きには小刀が用いられる。②の反物の下ごしらえは、紋を描く部分に丸ごてをあてて布をつぶ

し、平にするという工程である。特別なこてが用いられる。④の線書きはネズミの毛を使った細い筆

が用いられる。直線や円には定規やぶんまわしが用いられるが、その他の線はすべてフリーハンドで

描かれる。 

その他、色物の反物に紋を描く場合は、②の工程に反物の色を抜く、抜染（ばっせん）の工程が付 

け加えられる。 

 

９ 古文書及び民具等 

古文書は特に残されていない。道具類は尾関家に残されている。 

 

10 参考資料・文献・録画・録音等 

・「百年老舗・尾関紋上絵屋」『やまがた街角 通巻第 73号』大久保義彦編、平成 27年（2015） 

 

調査担当者 守谷英一（守谷） 

 

11 写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線書きの工程 

型紙制作工程 反物の下ごしらえ工程 

書き上げられた家紋 

道具類 

紋の刷り込み工程 


